


日本雪氷学会北海道支部規約

第 1条 本支部は日本雪氷学会北海道支部と称し、事務所を札幌にわく。
第 2条 本支部は日本雪氷学会定款第 4条の目的を達成する為に下記の事業を行う。
1 雪氷わよび寒冷に関する調査及び研究。
2 雪氷わよび寒冷に関する研究会、講演会、座談会、見学会の開催。
3 その他本支部の目的達成に必要な事為

第 3条 本支部の瞼員は北海道地方在住の日本雪氷学会正会員、団体会員、賛助会員および名誉会員と

する。

第 4条 本支部に次の役員をかく。
支 部 長  1名
支部理事  若干名 (内支部地方理事若干名を含む )
支郡監査  2 名
支部幹事  若干名 (内幹事長 1名 )

第 5条 支部長、支部理事
"よ
び支部監査は支部総会にかいて支部会員の中から選任する。

第 6条  支部幹事 (幹事長を含む )は支部会員のうちから支部長が委嘱する。
第 7条 支部長は本支部を代表しその会務を総理する。
第 8条 支部理事は、支部理事会を組織し重要な事項を決議する。

支部理事会の議長は支部長とする。

第 9条 支部監査は支部の会計を監査する。
第 10条 支郡幹事は支部幹事会を組織し、支部長の指示を受けて、会務並びに会計を処理する。
第 11条  役員の任期は 1ケ年とする。ただし再性を妨げない。
第 12条  本支部に調間をわくことができる。
第 13条  願間は必要に応して本支部の指導にあたる。顧間は理事会の議決を経て支部長がこれを委嘱す

る。

第 14条  本支部は毎年 1回定期簡会を開〈外必要に応じ臨時総会を開く。
第 15条 総会にわいては下記事項の承認を受けなければならない。
1 会務並びに会計の報告
2 新年度の事業方針
3 役員の決定
4 規約の変更
5 その他重要な事項

第 16条 本支部の経費は下記の収入によってこれをまかなう。
1 本部よ夕の交附金
2 寄附金その他

第 17条  本支部の事業年度は毎年 4月 エタ翌年 3月 までとする。

附  則 本規約は昭和 34年 5月 18日 より施行する。
昭和 53年 6月 8日 改正



北海道支部はもうすぐ30才になります

支部幹事長 前 野 紀 一 (北大低温研)

日本雪氷学会北海道支部の構成メンパーは、現在 193名 で、全体の約 23パ ーセン ト

を占めています。支部会員は広 く全道に分布してお りますが、おおざっぱにいって約

50パ ーセントが札幌市内か近郊在住の方達です。毎年 6月 の総会 と研究発表会、およ

び秋の講演会が札幌で開催 されることの多いのは、このような事情のためです。

しかし、札幌在住でない他の約50パ ーセントの支部会員にとって、これらの文部事

業に参加するのはそれ程簡単ではありません。それで、支部会では毎年 1回木L幌 以外

の地区で講演会あるいはシンポジユムを企画 し、実施 してお ります。昨年度は、帯広

市百年記念会館において『十勝の寒 さと生活―寒 さの利用 と楽しみ方一』のシンポジ

ュムを昭和62年 1月 29日 に開催 し、一昨年度は北見市の北網圏北見文化センターにお

いて『寒 さと暮 らし』のシンポジユムを昭和61年 2月 14日 に開催致しました。

今年度の後期事業の詳細はまだ決っていませんが小樽地区が候補に上ってお り、検

討中です。道内各地区での事業が円滑に、かつ活発に行われるよう、幹事会の中には

数年前か ら地区幹事がおかれるよ うになりました。将来、全道各地区に地区幹事がい

るような状態になればょいと思います。ただし、地区幹事だけを頼 りにしないで、支

部活動に対する要望は遠慮せずに幹事会あるいは理事会にお知 らせ下 さい。

さて、上記のような活動を続けて きた北海道支部は、あ と数年で設立30周 年 を迎え

ます。今年は私達の仲間の日本気象学会北海道支部が30周 年 を祝い、昨年は同 じく仲

間の日本農業気象学会北海道支部がやは り30周 年を祝いました。これ らの三つの学会

の北海道支部が同じ昭和30年 代の前半に設立 されたという事実の裏には、 きっと重要
な社会的、学術的理由があるのだと思います。私達は、北海道支部設立30周 年を迎え

るにあた り、30年 前の、そして30年 間の先輩達の御苦労を見直し、次の30年 のための

指針を見付けださねばな りません。皆様各位の御協力をお願い致します。なお、30周

年 を祝 う「数年後」が正確にはいつかを、現在散在 している支部資料を整理 しながら

調査中です。
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低 温 研 の 古 い 建 物

中谷先生の随筆を読んでいたので、入学 してからず一っと、この古い建物に親 し
み

を感 じていた。

ここで、雪氷学会北海道支部の研究発表会が開かれたとき、 1967年のことであっ

たが、私は初めて発表 した。鉄道防雪林についてであって、その後、「 雪氷」誌に投

稿した。拙稿を受取 って下 さったのが、現支部長の若濱先生であったよう
に記憶 して

いる。

あれか ら20年、ほそぼそながら、雪 と森林についての研究をつづけている。
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昭和 62年度研究発表会講演要旨

日 時 :昭和 62年 6月 3日 (水 )
場 所 :北海道大学学術交流会館、第 1会議室

研究発表プログラム

13:55～ 15:15  座長 宮田 明 (北海道農業試験場 )

1 送電線のギ ャロッピング振動
山岡 勝 (北海道電力憫総合研究所 )

2 融雪水の積雪浸透と流出
浜田 和雄、児玉 裕二、小林 大二 (北大低温研 )

3 北海道の吹雪頻度分布と防雪施設の分布
石本 敬志、竹内 政夫、寺井 勝之、難波 重寿 (北海道開発局 )

4 反射式吹雪計による視程測定
福沢 義文、竹内 政夫、石本 敬志 (北海道開発局 )

5 雪尺のまわ りに出来る雪の穴とその対策の試み

小島 賢治

15:25～ 16:45 座長 秋田谷英次 (北大低温研 )

6 スキー場斜面を維持するための木本萌芽幹の刈払い方式について
斉藤新一郎 (北海道立林業試験場 )

7 屋上雪庇防止に関する基礎研究
苫米地 司 (北海道工業大学 )、 小林 敏道 (小林プランニング)

8 北海道内の市町村における雪対策の現状について

苫米地 司 (北海道工業大学 )、 加藤  玲 (北海道商工指導センター)

9 日勝峠雪崩 (昭 62129)の 発生機構
清水  弘、秋田谷英次 (北大低温研〉

10 道路雪氷の消耗過程 と熱収支観測
成瀬 廉二、石川 信敬 (北大低温研 )、 武市  靖 (北海学園大 )、
西村 浩一、成田 英器、前野 紀― (北大低温研 )
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北詢邁の吹雪頻度分布と助雪饉設の分●

石本敏志 竹内改夫 寺丼勝之 露波ヨ寿 (北海道厠発局 )

はじめに

田ru 6 0年度までの10年間をみると、北
"道

の回迪など、主要幹線道露の通
`テ

止め件数は減りつつある。しかし

吹雷による割合は微増傾向で、過去5年四では全体の9割以上の年が4ケ年あつた。北海道全域の吹雷状況を推定し、

地域的特徴や本州との違いを知るため北海週の吹雪頻度分布図をつくつた。

調査方は

吹晋の発生条件は、石狩で我々がl■ つた観測結果から高い吹雷は霊面■1 5mの通過Vilで 、ttい吹雪は日祝で

降雪のあるときの吹雪の発生峙回を定め、同時刻の気Eと風速を用|｀てきめた。広域にわたり降雪の有無を■かめる

手段がないため今回は、道内のアメダス全観測点 (162地点、S54～S61年 )と
'1発

局遺田気

'観
測点 (19

地点、S59～ S61年 )の気日と風璃から嗅雪のIB対出現頻度 (%)を求めた。

調査結果

得られた吹雪頻度分布図を図-1に 示した。降雪があれば図-1に 示した頻度 (96)でふぶくことを示
している。

吹雪残瞑が多いのは道北と日本海10いの地方と株裳岬周辺、及び
'卜

山面

“

であつた。この結果が吹普の実態をどの程

度反映しているかを確かめるため、昭II1 5 1～ 60年度の吹雪による通行止めの全道分布と比較
した結果を図-2に

示した。楓して吹雪機度の多|ヽ所で■行止め頻度が多くなつていた。防雪lmなど防雪施
設の分布につ|｀ても同様のこ

とが言える。また、日道5号 Attju区 など吹雪lH度が少なぃ所で陣書の多い理合には、遭路
価過が吹雷に弱いことと

対応して
'｀

ることもあり、防雪:l面を考える際の■腱資料として使える.

参考文献 1)竹内政夫。せ、吹雷時の高い地吹雪の発生限界日速、昭和61年度日本雪氷学会秋季大会
予薔葉.

図-1  吹4・・頻度分布図 図-2  吹雷による苅1ラ止め件数 (S51～ 60)
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はじめに

冬の道路で発生,る交通籠害の原因は欧雪で

あることが多く、道路交通の確持管理を合理的

に行うためには、どうしても視程の連続ロロが

必要になる。我々は、日勝峠などで投受光目が

一体となつている反射式嗅雪計 (明星電気 T
ZE-4)を 使用して吹雪の目灘を行つている
が、同じ吹雪曇でも飛雪

"怪
の大きさなどによ

つて観測値が興なるのではないかと考えて、吹

雪、傷、降雪のときの観凛データを検討した。

観測方法

観測は石狩で行つた。視捏理論が確立してい

て視程観測の基準計として使用できる透過式視

程計

"受
光間隔30m)と投受光目が一体と

なつていて、飛雪からの反射光に比例した出力

が得られる反

"式
吹雪計を写真-1の ように同

じ地点に設置して吹雪の同時観測を行つた。ま

た、パーティクルカウンターにより、飛雪載奎

と頻度、さらに■窪別吹雪この壽定を行つた。

観測結果と考察

霧のときも吹雪の■合と同じ相関曲線で観壽して良いも

のと思われる。 また、む怪の大きい●雪では 同一視
程で吹雪の場合と比べると反射式出力■圧が高く出るこ

とがわかつた。これは、反射式欧雪計は近くの雪の影● 1

を強く受ける為と考えられ 人間の目が感じる視程によ :

反射式菫雪計による視捏瀾定

福沢薔文 竹内晨夫 石本敬志 〈北海道厠発日 )

写真-1透遇式視程計と反射式欧雪日の設日状況

国-1視程と反射式嗅雪計出力露圧の関係

視智と反射It出力電
「
の関係を図-1に 示した。欧雪のときの2月 14日 と26日 の相関関係は、それぞれ△ ●

で示した。26日 は飛雪班経の大きい嗅雪であつたが、相関関係にはつきり差は見られない。さらに、霧の●合は0
で示したが 吹雪のときとほぼ同じ位置にプロツトされることがわかる。逆相田だが、かなり良いle田関係が得られ、

とがわかつた。これは、反射式欧雪計は近くの雪の影● :

を強く受ける為と考えられ 人間の目が感じる視程によ
う

り近|ヽのではないかと思われる。冬の交通暉書の多くが 房

、吹雪の中で発生していることを考えると 反射式視程 鳥
計による視檀測定は 欧雪 霧の日合の次の実験式で求
めるのが良いと考える。
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反劇式吹雪計は、殴口取扱いが的単0上 、■雪などのト

ラブルがほとんど無いことから、■llで

…

に■し

ている。

●■■S■」尾
「 =串

3_49●

。●s.1月1テ
1器

a日
=嶋

°'議:量11:諄 臓議
V`Ⅶ :妊 ― a■
v。 :反H口謗澪ロト出力■E(V〕

」
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雪人のまわりでギ
｀
さう言の大とその対長の亨べみ

°
ノト島 啜力

` )ネ
山 う明ζリヒ大拡ラこ看 ,

融雪期に1よξ尺のまわりのタ ミ凹みボマ
・さマ′曹

`々

のイここの,セ敢 りに不4甦 となる。

菊 t,た
"う

らヽのメ]定 あ5い ■カメラでの省動薇発ぞは′獨ム孝の進行につれて誠えが

猪人づ 3。  その対来のXみ ′lて′ 合リビ=~ル教啜のゆ+0イ変θ″″りの三角形の袢
(ハ ラガー)を′長 1,辺

`″

″

'ダ
穴をまた,,で

=尺
lミ なうよ)モ寧働 l〔 こりた。こ

の朴は言にえ力ことこと1孝 t上 3二 とヽまkノ 葬レ演夕'=薇ゎ歿た時以外は常
:ξ衝

|=督 まる。 ネL性の私雪末期の実験 デは′ 2～30問 よ
`ぅ

舛瀬とえ、われたζ月 1)。 /ワ′7

44月 23日 it子子■の彗衆't'ス 3本
をユて′ そ率それ :有 リハンが一〔ノ本ぢつ冷

わせてこいた。約曰後のダ月3曰 よデ〕〔蓼脅 !よ酌
“

で″な千 1た ボ;/ヽ ングーはみな

蓼衝にあつた。 1づ とヽ′水子オ /・7'1回琺または平行 力 tて ′ 1ず れ1夕尺づヽう離 れ
てしまったζ図 2)。  使え多ようi(す 3 1t iよ工大を率サ3ボ′ 不可1ヒ て

｀
1よ な|,,

彗尺のまわりの人のな因 :lll採す3ヨ人等の泉個及度の(事衝村並の)ま 直かわを

扱1え 1た 。 その3“1之 図 30示 す。(1)は 6''彗人 (ば午衝 2Xο a`″ ),tr2)は小い ,2木 ζ
千キ の後 は静ウイ`″ ),(3)は ,日 前

に夕 に さ tた ス テ ン レスタ (″7・ は ,ス /物 の長 円

'であ3.フ 1定 は/9′ 74″ 月3日 /4晴 からの′夕方l司 |こ イテ|)/(リ イ3)の言
`DTの
メリ夫

'ズ

′ト

はみな場が3つ ていた働の浪友τ
・あ3.七 ンサ よ熱電対を用 ′た。

=人
と,と のガし受

たに基づく杖射夫換ボ奪人のてくの雪を公サ 1=昴お 1ヽ′ 人の杉ム ■―役ズ,7り たと

tis +re,

図1 言人11ガわせた01)ハ ンが一
`オ

L")

■ _

０
０
●
一
」
，
゛
　
夕
Ｏ
Ｃ
の
　
ｏ
＞
ｏ
Ｏ
”
　
一
工
。
一
ｏ
エ

E42 /ο 日間で¬く11

唾スづヽ5離れた
ガ句 it t考シ tそ

●1)ノ ンヽカい-67チ2)

口3(1)雪天′(2)Lべ′(3リ ステンレス青
のタト衝温度童ψレか布のイヂl,7`ァ ,よタ

衝上′2″ の女狙

`札

慢′ 4月 3日 )
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スキー射 面t維持するための水六萌芽幹の沖lネ `'方式につι)て

斎藤新一好 (北海道寺林業試験場 )

山岳地の:を、頻斜の土地において,森沐ι伐閉 して上成されるスキー場は,外来のイ
ネ料牧草之主とした草土地 として維寿されていう。 しかし′革生地 lま′以前の森林と
比較すると, 自然環境 の調節作用において,t,す じるこ〈坊 5。 また′スキーガ務斗面
|ま ′卑χ牧草類の生育に立Lし ているゎけて"は ″く,周 ,か ら侵入 してくる自生の草本
″ょび木本方/1ル払うことによつて驚目寺されてぃうのて“ある。 この木本とうよくチJ用す
ることによつて,以前の森蒻▼疑境に当ぃ,機能ιも,た スキー場斜面ι維持できう′と

み )れる.

そこで, スキー瘍婿斗面にお17う 木本革芳幹ζ刈孝疑)株 )ι′旭″1市旭山おょび北焼
市手稲力で調査した。旭山の場合には′ススキ草原の中に多数の木本パ侵Xし ,毎年
初ふにメリ率ゎれ,生長期にだ田彗庄に請芽にょって繁湾して(,た。し″ヽし,銘 山の場

合にlま′ふ蒲高ずもあり′地際て'メJ率″れて

t)て ,靖 芽幹の形生が不十分て“あった。
この刈クa)株は,地_L高パ20～″

"て
“あれ

ば,生長期 に|ま高さが'1～ 2π の佐 t樹冠左
ガげ'ろ。 この連続 したな甥請孝●しt梯村こ)は′
草生比 とは大きく異なり,伐閉される以前の
森林 に″ヽびり近 t,環境保全・調節議熊 ιも,

て ()ろ .つ より,仏林冠は降水ι受け,れ系
は地表ι賢縛 し,保 7K力 ιもつ.そ して,わ
雹期 1́ま, このメ張仏`,次は,「 生きたれ」と
して,雪上め効果をしっ.3)し た, 1年 Z
血 じての, がっての森林のだ償 としての/11ネ
t}株 lよ ,着な白クに育成されづ、きでぁろう。
木本のメJネぃ作業おょび刈払 `,株ρ存在は,
スキー場の管理の面が )は負担 たクうし, ン
ーだンX,も し)く )力 通ヽレれることに7る 。 し
か し, かつて の森林 の機能 左オ える懲 )′  こ
の濯表のマイナスはな潟すべきものて'あ る′
と〔)え よ ).

参考文献

斉籐新~が ,ノア″ 旭ノ′1市旭山スキー場におけう木本侵べと人為千ォ :しつt)て ,日林
北丈講集)塑 :χ～″.
成田佐司 j青人 一,ノ′′7 手稲山における森旅植生の現況と保全対定

自然環堀呆全対策実態調査報告書,,∂7～ //」, 北海道生若

―

全課・
只未た七 吉え老夫,′アθ2.し 卜と森林一―森林の環境調節作用 θ23"., 共立出版 ,
東京

一年生 の幹

伏条 更新

草

本 根系による土壌の

緊縛 (侵食防止 )

｀  1  降水の地下への浸透

生長期 におけうメリ撃コ)株の繁茂

生 長期 (春 ～秋 )の樹 冠

＼
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屋 上 雪 庇 防 止 に 回 す る 基 礎 研 究

1 は じ め に

本 研 究 は 、 山 岳 に お け る 雪 庇 防 止 ● や 防 雪 対 策 に 用 い ら れ て い る 吹 き 払 い ● の 考 え

方 を 取 り 入 れ た 屋 L雪 皮 防 止 工 法 の 可 能 性 を 風 渭 実 験 で 検 討 し た 。 さ ら に 、 風 洞 実 験

結 果 を も と に 作 製 し た 実 大 試 験 体 を 屋 外 に 設 置 し 、 そ の 効 果 を 検 討 し た 。

苫 米 地  司 (北 海 道 工 準 大 学 ) 小 林  敏 道 (小 林 プ ラ ン ニ ン グ )

2 実 験 方 法 雪 庇 形 成 の 主 要 因 と な る 笠 木 付 近 の 風 の 流 れ を ス モ ー ク ワ イ ヤ 法

で 可 視 化 し 、 雪 庇 防 止 工 法 を 検 討 し た 。 試 験 体 は 、 国 1に 示 す タ イ ア Aか ら Eと し 、

バ ル サ 材 で 作 製 し た 。 な お 、 試 験 体 は 笠 木 部 分 の 高 さ 20● 日、 輌 20ロ ロを 基 準 と し た 。

3 ロ ヨ 実 験 枯 果  ス モ ー ク ワ イ ヤ 法 を 用 い た 風 洞 実 験 結 果 か ら 、 通 の 直 線 部 分 の 長

き 、 煙 直 線 部 分 の 颯 お よ び 通 の 吹 き 払 い 角 度 を 出 定 し た 。 さ ら に 、 図 1に 示 す 基 準 点

で 風 連 の 轟 定 を し た 。 こ れ ら の 結 果 か ら 、 笠 未 付 近 の 積 雪 が 減 少 す る 風 の 流 れ を 検 討

し た 。 こ れ ら の 結 果 を ま と め る と 、 次 の よ う に な る 。

(1)タ イ プ A● 場 合 、 θ s=45・ 、 50° で 吹 き 払 い 角 度 が ほ ぼ 水 平 と な り 、 さ ら に 、 笠

木 部 の 風 達 も 増 加 す る 。 こ の 角 度 で 笠 未 部 分 の 積 雪 が 減 少 し 、 雪 鷹 防 止 効 果 が あ る と

考 え ら れ る 。  (2)タ イ プ Bの 場 合 、 間 瞭 率 1096前 後 で 吹 き 払 い 角 度 が ほ ぼ 水 平 と な

り 、 さ ら に 、 日 僚 部 の 風 遠 も 増 加 す る 。 こ の 同 隙 率 で 笠 本 部 分 の 積 雪 が 減 少 し 、 雪 庇

防 止 効 果 が あ る と 考 え る 。  (3)タ イ プ C、 D、 EO■ 合 、 タ イ プ D、 E〈 θ s=30°

以 上 )で 笠 木 部 分 の 吹 き 払 い 効 果 が 顧 事 に み ら れ る 。 こ れ に 対 し 、 タ イ ブ Cは 吹 き 払

い 姑 果 が み ら れ な い 。

4 屋 外 実 験 結 果  上 述 の 風 洞 実 験 枯 果 を も と に 、 タ イ プ B、 Dの 実 大 試 験 体 を 屋 外

に 設 置 し 、 そ の 効 果 を 検 討 し た 。 写 真 2に タ イ プ Bの 積 雪 状 況 の 1例 を 示 す 。 写 真 の

よ う に 、 笠 木 付 近 の 積 雪 が 減 少 し 、 雪 度 の 形 成 が み ら れ な い 。 タ イ ブ Dの 場 合 、 θ s=

4テ
゛
以 上 で 吹 き 払 い の 姑 果 が み ら れ 、 雪 庇 の 形 成 が み ら れ な い 。

こ れ ら の 結 果 か ら 、 本 研 究 て 検 討 し た 屋 上 雪 庇 防 止 工 法 l■ 、 さ ら に 詳4  ま と め

綱 な 検 討 を 必 要 と す る が 実 用 性 が 可 能 と 考 え る 。

-

十鐸向十
:選讐
―■ ヽ  VX
‐― 屋0

世
は 風 遠 の 測 定 位 置 )写 真fZJ l 実 験 シ リ ー ズ (
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北 l● 通 内 の 市 町 村 に お け る 雪 対 策 の 現 状 に つ い て

苫 米 地  司 (北 海 道 工 彙 大 学 〉・ 加 藤 玲 〈北 海 道 商 工 指 導 セ ン タ ー )

1 は じ め に  本 研 究 は 、 雪 国 に お け る 町 づ く り を 考 え る 場 合 の む 礎 資 料 を 得 る こ と

を 目 的 と し 、 1ヒ 海 道 内 の 各 市 町 村 に お け る 雪 対 策 の 現 状 を 気 摯 特 性 と 関 連 づ け て 把 握

し よ う と す る も の で あ る 。 本 IBは 、 そ の 1と し て 、 北 海 道 内 各 市 町 村 の 雪 対 策 に 関 す

る ア ン ケ ー トロ 杢 に つ い て 、 そ の 薇 晏 を 報 告 す る 。

2 口 査 結 果 の ■ ■  0冬 期 間 の 生 活 障 害 ■ 日   各 市 町 村 が 冬 期 間 、 最 も 生 活 に 障

害 を き た す 気 象 要 因 と し て 上 げ た 晏 国 は 、 雪 が 8096と 最 も 多 く 、 次 き に 属 14%、 気 捏

5%と な つ て い る 。 雪 と 答 え た 市 町 村 は 、 多 豪 雪 地 帯 を 中 心 に 全 道 に 分 布 し て い る 。

障 害 と な る 雪 の ■ は 、 日 降 雪 凛 て 30c● 以 上 が 5096と 最 も 多 く 、 こ れ ら は 豪 雪 地 帯 の 市

町 村 に 多 い 。 こ れ を 積 雪 深 て み る と 、 100c● 以 上 が 48%で 最 も 多 く 、 前 述 の 生 活 の 障

害 と な る 日 降 雪 繰 が 30c日 以 上 と 害 え た 市 町 村 0数 と は ぼ 合 致 し 、 日 降 雪 凛 と 積 雪 様 と

に 相 関 が み ら れ る 。  ● 雪 対 籠
=日
会 ● 0■ 晨   何 ら か 0形 で 雪 対 策 を 回 係 団 体 と

話 し 合 う 場 を 持 つ 市 町 村 は 2196、 常 設 は 札 颯 、 償 知 安 等 の み で ● め て 少 な い 。 し か も 、

内 容 は 、 通 raの 除 排 雪 が 主 で あ り 、 冬 期 間 の 生 活 全 体 を 考 え る ● と は な つ て い な い 。

他 の 多 く の 市 町 村 で は 、 協 議 会 の 日 催 が 冬 期 日 の み て 、 そ の 回 微 も 1-2回 の 場 合 が

大 半 で あ る 。 ● 瞼 絆
=薔
準   独 自 の 除 排 雪 基 準 を 持 つ 市 町 村 は 、 全 体 の 53%(市

80%・ 町 村 40%)に 週 き な い 。 基 準 内 容 は 、 除 雪 の 場 合 、 韓 雪 量 が 10c● 以 上 65%、 15

C● 以 上 30%で あ る 。 排 雪 基 準 に つ い て は 、 無 い 市 町 村 が 多 く 、 除 雪 基 準 の あ る 市 町 村

の 20%に 過 ぎ な い 。 除 排 雪 籠 腱 は 、 行 政 区 崚・ 管 理 道 路 状 況 等 で 異 な る が 、 札 颯・ 旭

川 等 の 大 都 市 を 除 い て 除 雪 距
=が
 100-400k日 前 後 に 摯 中 し て い る 。 市 町 村 予 算 全 体

に 占 め る 雪 対 策 予 算 は 、 1%前 後 に 集 中 し 、 3%を 越 え る 0は な い 。 雪 対 策 の 予 算 額

に 対 し て は 、 70%が 満 足 と 答 え て い る が 、 豪 雪 壊 ● や 雪 対 策 予 算 日 の 大 き い 市 町 村 で

不 十 分 と す る と こ ろ が 多 い 。 r雪 対 策 予 算 の 市 町 村 予 算 に 占 め る 割 合 J:Xと 「 単 位

除 排 雪 ■l離 当 り の 人 口 」 :Yの 関 係 を み る と 、 各 市 町 村 と も 下 式 以 下 の ■ 日 に は 0訥

ま り 、 こ の 式 近 傍 に 雪 対 策 予 算 不 足 の 市 ●I村 の 半 数 以 上 が あ る こ と か ら 、 現 状 で の 雪

対 策 予 算 を 考 え る 場 合 の 畷 度 の 目 安 と し て 、 こ の 式 が 考 え ら れ る 。

Y=0 161o8X  + 0 25

3 ま と め

北 海 道 て の 雪 対 策 の 現 状 は 、 道 raお よ び 公 共 鮨 設 辺 の 除 排 雪 を 実 鮨 し て い る に 過 ぎ

な い 。 今 後 、 気 菫 特 性 に 基 づ く 雪 対 策 を 考 慮 し た り 、 市 衛 地 を コ ン パ ク ト に ま と め 、

除 排 雪 距 菫 を 増 加 さ せ な い こ と や 公 共 施 設 の 冬 期 国 の 使 用 法 方 に つ い て の 検 討 が 必 要

と 考 え ら れ る 。

― H―



日 勝 由+雪 崩   (昭 6 2.  ■ _  2 9) の 発 生 機 構

北海道大学低温科学研究所       清水 弘  秋田谷英次

1.雪崩の概要 ; 昭和62年 1月 29日 午前 11時頃、国道274号機日勝 トンネル十勝側出日の上部斜面で面発生乾雪表層雪崩
が発生した。雪崩斜面は平均傾斜35度 、斜面長約170mの南東斜面で、白樺の疎林が散在していた (図 1)。 天気は、前日

は日高側からの猛吹雪だったが、当日は無風快晴で1争近くの気温は当時-6℃であった。雪崩は稜線近 くから自然発生し、

質量階級1.1.=2.8、 ポテンシャル階級P.1.=5,3の 小型のものであつた。たまたまこの斜面で電線補修工事が行われていた

ため、死亡者2、 ■軽働者7、 車輌大破2の事故が発生した。

2.日 勝峠雪崩の特徴 : 今回と同じ場所で、同型の雪崩が昭和56年 3月 3日 と昭和62年 3月 16日 に発生した。  1)その滑
り面となった積雪内弱層は、いずれも負の温度勾配下での積雪の変態によってできるしもざらめ雪、或はこしもざらめ雪

層であった (調層の形成過程と構造は他に政種類ある)。  1)昭 和 62・ 3・ 16の 雪崩は吹雪の最中に発生し、他の二つは殆
ど無風快晴下で発生したが、いずれも前日は日高側から十勝側への猛吹雪であった。 ‖)こ の3っの雪崩は、いずれも自
然発生した確証がある。

3. しもざらめ雪成長の特殊な条件 : 自然積雪内部の温度勾配は通常0.3℃/cm(絶 対値〉以下で、大きな負の温度勾
配 (上部が低温、下部が高温)が 長時間泄続すると、儀親的に魔弱なしもざらめ雪が変態によって形成される。無風快晴

の気摯条件下では、積雪表面層の日射吸収と積雪表面の放射冷却の結果、表面直下の薄層内に-2℃ /cmを 越す異常に大
きな (絶対値)負の温度勾配が発生し、短時間でしもぎらめ雪の薄層が形成される事実が最近観測された。また、日射を

iitる ことにより (日 没直後の条件に対応する)、 雪面温度は更に低下して-4°C/cmに 近い温度勾配の発生が確かめられ
た (図 2)。 このような条件下では、短時間内にしもざらめ雪が急達成長することが情定できる。

4.日 勝峠雪崩の発生機構 : i)昭 和 62・ 1・ 29お よび昭和62・ 3・ 16雪 崩の直後、現地附近の積雪調査を行った。Shear
fra●●(剪断枠)に より積雪内の弱層の剪断指傲SFI(Shear Fra● e lnde■ )を測定し、上層積雪荷重との比で表される斜面積

雪の安定度SI(Stable lnde■ )を調べたところ、SIは それぞれ 1.0お よび1.5以下であった。アメリカで205例 の統rtに よれば、

SIく 4(危険 )、 SIく 2(非常に危険)と されている。この基準からすれば、この両雪麟は極めて不安定な積雪状態から発生

したことが判る。 ‖)両雪崩の滑り面となった薇層はこしもざらめ雪の薄層であり、この薄層が形成された日は、気彙
資料 (帯広開発建設部資料、およびAl● DAS)と 、前記のしもぎらめ雪発生条件に基ずいて1月 20日 または26日 (昭 62・ 1・ 29

雪崩)、 および3月 13日 (昭 62・ 3,16雪崩)と 推定された (図 3)。  ‖)こ れらの雪崩発生の前日はいずれも日高lHか ら吹
く猛吹雪であった。雪崩斜面は国境載機の風下側にあり、弱層の上層に多量の不安定積雪が吹溜りによって形成されたこ

とが確かめられた。しかし、雪崩発生の直接の引金は不明である。

温
　
度

（℃
）

夕
刻
気
温
変
化
率

（上
＼
Ｐ
）

温
度
勾
配

（℃
／

ｃ
ｍ
）

(図 2)積雪表面薄層内の温度勾配
(間寒別,昭 62・ 2・ 6,9:40)

(図 3)昭 62・ 1・ 29雪崩発生までの気象状況
(十勝側8合 目,帯広開発建設部)

昭 和 62 年 1 月

(図 1)昭 62・ 卜29日勝峠雪崩
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道路雪氷の消耗過程と熱収支観IJ

成瀬廉二・ 石川信敬 。 (北大低温研)・ 武市靖 〈北海学園大 。工 )

_    西村浩―・成田英器 。前野紀一 (北大低温研 )
1987年厳冬期 (1月 19日 ～23日 )お よび融雪期 〈2月 27日 ～ 3月 4日 )に、札幌市
郊外篠路町の道路上定点において、道路雪氷の消耗 (融解と削はく)過程と熱収支観
測を行った。 (観測地点の上下線総交通量 :昼 (12時間 )、 500～ 650台 )。
図 1に、路面の横断プロファイル

の測定例を示す。 3月 3日 から4日 にか

けで著しくわだちが形成されたこと

が分かる。この期間 (融雪期)の雪
氷表面の温度とアルベ ド 〈反射率)

の時間変化を図 2に示す。3月 2日 ま
では、雪氷面に吸収された正味熱量

は雪氷内部へ伝導し、融雪はほとん

ど生じなかった。 しかし、3日 昼頃か

らは雪氷表面温度は0℃ に達し、融雪

が進んだ。また、3月 2日 までは0.7～

0.8の 高い値を示していたアルベ ドは、

融雪進行による合水率低下と表面の

汚れのため、 3日 から4日 夕方にかけ

て0.4以下にまで低下した。

以上の結果から、道路雪氷の融雪

における熱収支的特性として次の点

があげられる。自然雪面では融雪が

生じない条件下でも、車から与えら

れる熱、および車走行によるアルベ

ド低下のため吸収日射量が増加する

ことにより、融雪が起こり得る。そ

の結果さらにアルベ ドが低下し、融

雪が急速に進み、消雪が促進される。

融雪の進行とともに、雪氷面の硬

度が著しく低下した (図 3)。 その

結果、車の走行による削はくも顕著

となる。図 1の プロファイルの凹凸
は、融雪と削はく。再堆積の結果と

見なし得る。

図2.表面雪温およびアルベ ドの変化

図3.雪氷路面の木下式硬度.(● :数点の平
均、〇 :わ だち凹部、十 :わ だち凸部 )
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北海道支部昭和 61年度事業報告

61 6 4   支部総会・研究発表会 (北大百年記念会館 )

(1)支 部 総 会    13:00～ 13:30

(2)研究発表会    13:40～ 16:50 発表件数 12件   64名

0)第 1回理・幹事会  17:00～ 18:00(北大クラーク会館)25名

61 731   機関誌「北海道の雪氷J第 5号発行

61H12   講演会 (北海道開発局土木試験所〉           36名

「森林の理水性について」 東  三郎氏 (北大農学部 )

「 自然氷の潜熱利用J   堂腰  純氏 (気象協会 )

6112 5   第 2回幹事会 (北大低温研)               13名
611218  第 2回理事会 (北大 クラーク会館)           22名

62 110～ 11 雪 と氷の観察会 (札幌市青少年科学館 )

主催 :札幌市青少年科学館

後援 :日 本雪氷学会北海道支部

62 129  地方懇談会 (帯広市百年記念会館)13:30～ 17:00     83名

主催 :日 本雪氷学会北海道支部

帯広市

帯広市青年会議所

後援 :十勝圏振興協議会

協賛 :NHK帯 広
テーマ :「十勝の寒 さと生活 J

一 寒 さの利用 と楽しみ方一

講 師   木下 誠一氏 (北大低温研 )

「凍上の話J

藤巻 裕蔵氏 (帯広畜産大 )

「冬 と動物 J

吉川 隆志氏 (帯広厚生病院)

「冬と病気」

前野 紀一氏 (北大低温研)
「雪と氷の話し」

62 2 2～ 3 「'87ふ ゆ トピア・フェアJに北海道支部として参加、パネル展示
27名62 424   第 3回理事会、幹事会
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北海道支部昭和 61年度会計報告

収 入 額  523,391

支 出 額  422,810
100,581 ……次年度繰越 し

収入の部

費 目 予 算 案 決 算 額 差 額

前 年 度 繰 越 金

本 部 交 付 金

出 版 物 等 売 上 げ

預 金 禾ll 子

107,479

415,000

0

0

107, 479

415, 000

400

512

0

0

400

512

△
口 計 522,479 523, 391 912

支出の部

費 目 項 目 予 算 案 決 算 額 差 額

事 業 費 講  演  会

研 究 発 表 会

地 方 談 話 会

機 関 誌 発 行

50, 000

30, 000

180, 000

110, 000

32, 260

27,800

161,850

88, 380

△

△

△

△

17,740

2, 200

18, 150

21, 620

/1ヽ 計 370. 000 310,290 △ 59, 710

会 議 費 総
△
バ

理 ・ 幹 事 会

０

　

　

０

３

　

　

５

000

000

５

　

　

２

２

　

　

７

790

760

４

　

　

２２

△ 210

760

/1ヽ 計 80, 000 98, 550 18,550

事 業 費 50 000 3, 970 △ 46, 030

予 備 費 22, 479 10,000 △ 12,479

総 計 522,479 422, 810 △ 99, 669
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昭和 62年度支部事業・会議計画

1.事業計画 (案 )

1)研究発表会  昭和 62年 6月 3日 (水 )(北 大学術交流会館 )

2)機 関 誌   「北海道の雪氷」第 6号発行 ………・昭和 62年 7月

3)講 演 会  …・・̈・・ 1～ 2回

4)地方懇談会  ・……… 1回

2.会議計画 (案 )

1)総    会  昭和 62年 6月 3日 (北大学術交流会館 )

2)理・幹事会  …・…… 3～ 4回

-16-



支出の部

昭 和 62年 度 会 計 計 画

収入の部

費 目 前年度予算 (決算 ) 62年 度 予 算

前 年 度 繰 越 金

本 部 交 付 金

出 版 物 等 売 上 げ

預  金  利  子

107,479

415, 000

400

512

100, 581

410, 000

0

0

△
口 計 523, 391 510, 581

費   目 項 目 62年 度 予 算 備 考

事 業 費 講  演  会

研 究 発 表 会

地 方 談 話 会

機 関 誌 発 行

30,000

30, 000

160, 000

70, 000

1～ 2回

1回

1回

1回

小   計 290, 000

会 議 費 総    会

理 ・ 幹 事 会

10, 000

50, 000

1回

3～ 4回

小   計 60, 000

事 務 費 120, 000

予 備 費 40, 581

△
口 計 510,581
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昭和 62年度 日本雪氷学会北海道支部役員

支 部

理

長

事

若濱 五郎
石井 幸男
魚住 昌也
遠藤 明久
大本 一夫

大野 武敏
小野 延雄
柿本 伸之
柏原  温

梶山 義夫
金谷 重亮
木下 誠一
洪  悦郎
斉藤 省吾
佐伯  浩
佐々本晴美

佐藤 直一
竹内 政夫

東海林昭雄

中  精一
中村 裕史
中山 道夫
波岸 裕光
橋本  勤
花房 龍男
早川 和夫
林   脩

堀内  数
山崎 正博
渡辺 竹男
大友  勲
久保  宏

北海道大学教授・低温科学研究所

日本気象協会北海道本部参与

札幌市建設局長

北海道工業大学名誉教授

日本電信電話株式会社北海道総支社

技術企画部長

北見工業大学教授

北海道大学教授・低温科学研究所

札幌市青少年科学館長

輸地崎工業常務取締役

工務統轄部長

北海道電力伸土本部長

日本道路公団札幌建設局長

北星学園大学教授

北海道建築指導センター理事長

北海道土本部長

北海道大学教授 。工学部

北海道開発技術センター専務理事

北方圏センター事務局長

北海道開発局土木試験所応用理化学

研究室室長

北海道教育大学 9‖路分校

北海道農業試験場農業物理部長

道立寒地建築研究所第二研究部長

北海道電力輸総合研究所長

旭川市市長公室長

北海道電力い工務部長

札幌管区気象台技術部長

北海学園大学教授・工学部

北海道開発 コンサルタン ト道路設計

部長

北海道工業大学教授

」R北海道工務部長

北海道開発局営繕部長

北海道電力い土木計画課長

北海道開発局土木試験所研究調整官

716-2111 735470

621-2456

211-2500

741-4467

212-4500

01572-4-7786

716-2Hl内 5481

892-5001

511-8112

251-1111

241-9181

731-8645

241-1893

231 4Hl内 2751

716-2111内 6184

271-3028

221-7840

841-1111 7]290

0154-41-6161内 328

851-9141

621-4211

881-6435

0166-26-1111

251-1111

6H-6121内 400

561-2911

851-9221

6812161内 255

251-9144

231-1151

251 lHl内 5430

841-lHl内 2H
査
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幹 事 長

会計幹事

庶務幹事

地区幹事

前野 紀一
藤吉 康志
成田 英器
瀧沢 隆俊
石本 敬志

金田 安弘
玄長 道和
桜井 修次
佐藤 尚志
本名 一夫
高橋 庸哉
竹田 英治
山崎  誠
原  文宏
藤村幸七郎

宮田  明
高橋 修平
土谷富士夫

矢作  裕
真井 耕象

事

北海道大学低温科学研究所

北海道大学低温科学研究所

北海道大学低温科学研究所

北海道大学低温科学研究所

北海道開発局土木試験所応用理化学

研究室

日本気象協会北海道本部調査部

日本電信電話m北海道総支社
北海学園大学・工学部

札幌管区気象台高層課

日本道路公団札幌建設局

札幌市青少年科学館

旭川市長公室企画課

北海道電力閉総合研究所研究企画課

北海道開発技術センター

北海道開発調整部北方圏調査室

北海道農業試験場農業気象研究室

北見工業大学一般教育等 (自 然 )

帯広畜産大学農業工学科

北海道教育大学釧路分校

北海道大学名誉教授

716-2Hl内 5474
716-2Hl内 6888
716-2Hl内 5477
716-2Hl内 5484
841-lHl内 294

621-2456

212-4383

561-2911

6H-6126内 461
241-9181内 522

892-5001

0166-26-lHl内 206

251-lHl内 4721
271-3028

231-4111内 2413

851-9141内 234

01572-4-7786

0155-48-5Hl内 290

0154-41-6161内 330

0138-55-1509間顧
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「 北海道の雪氷」の刊行 も6号 目をむかえることにな りました。本

誌は、 日本雪氷学会北海道支部の 1年間の活動状況を支部会員の皆様

方にお知 らせするという目的で創刊されたのでした。 しか しながら、

当初、皆様にお知 らせしていた多 くの記事が最近「 雪氷Jに掲載され

るようにな りました。このことは、喜 しいことと思います。が同時に、

本誌の目的について再検討 しなければならない時がきたか もしれませ

ん。内容充実のための新 しい企画などアイデアがあ りましたら当支部

事務局へ御一報下 されば幸いと思います。

尚、本号の発行が遅れたことをお詫びいたします。

北海道の雪氷

昭和 62年 8月 28日

昭和 62年 8月 31日

県 審  日本雷氷 学会北海道支部

札幌市北区北

“

条西 8丁目
北海道大学低温科学研究所内

TEL 011-716-2111

印刷所 札幌市中央区北 3条東 6丁目
興  亜  堂
TEL 231-0380～ 1
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